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若松 菊池明先生のご講演を踏まえて, 近代舞踊

の出発 というテーマでお話をうかがいます。

市川 迫遙の背景として, この時代の西洋の舞踊

の事情, そして, その時代 に留学をした日本の文

学者, 森鴎外 と永井荷風が, どのような意識で舞

踊, 舞踊家を見ていたかということを中心にお話

をします。鴎外は1884年 にベルリンに留学し, 88

年に帰国, 90年 (明治23) に 「舞姫」を書いてい

ます。 当時, 鴎外が舞姫(ダ ンサー)を どのよう

に考えていたのかということがよくわか ります。

舞姫エリスは 「十五の時舞の師のつのりに応 じて, 

この恥つか しき業(わ ざ)を 教へ られ, 「クルズ

ス」果てて後, 「ヰク トリヤ」座に出でて」 と書

かれています。 「クルズス」 とい うのは一定の履

修期間のことで, 主人公の太田豊太郎 と恋愛 をす

るのが16, 7歳 ですから, ほとんど1年 ぐらいし

か稽古をしていない。 このことからも舞姫エ リス

は当時ベルリンやウィーンにあった大バ レエ団の

ダンサ ーでは な く, 「ヰ ク トリヤ座」 とい う

ミュージックホールのダンサーであったことがわ

か ります。 「当世の奴隷」 とか 「はかなき舞姫の

身の上」 とか, そのようなところを読みます と非

常 に地位を低 く見 られているわけです。 鴎外は

「舞姫の由来一」のなかで 「小芝居の舞子という

ものは, パリの方では ドミーモント, すなわち上

等の私娼の類が多い。女役者 も上等のは始終宮中

に呼ばれたりして, あながち悪 くない方です。小

芝居になると日本の役者 とたいてい似たもので淫

売みたいなものです」 と, こういうひどいことを

いっています。鴎外は, これ以外に 「花子」とい

う, 1990年 のパリの万博: で居残った日本人の役者

をモデルにロダンが絵をかく話を書いています。

この絵は 「花子の頭」「花子のマスク」 といって

東京の西洋美術館にあ ります。一方, 適遙が 「新

楽劇論」「新 曲浦島」 を書 く2年 ほど前にワーグ

ナー研究会 というのができていますので, 当時

ワーグナーに学べという空気があったことがわか

ります。1907年(明 治40)に, 迫遙は ミッス ・ダ
ンカン, ミッス ・フラー, ミッス ・デニスという

人たちのグリース踊り(ギ リシャ舞踊)の 復興に

ついてふれ, この 「婦人連の舞踊劇は, 確かに幾

分かは日本の振事を模倣 したもの と思われる」

(「日本舞踊の将来」明治41)と いっています。 デ
ニスがセント・デニスだとすると, ラフカディオ

ハーン小泉八雲の 「おみか」 を原作 とする作品が

あります。あるいはそれと関係があるのかもしれ

ません。1913年 (大正2) になりますとロシアの

バ レエがヨーロッパで活躍 していますので, さす

がに迫遙 も 「例のロシャの大規模の舞踊劇」(「浮

世絵 と我が舞踊劇」)と いうことを言及 していま

す。永井荷風は迫遙より20歳下になりますが, 鴎

外のように舞姫に対 して軽蔑的な態度はとってお

りませんし, 迫遙のように新しい舞踊をつ くるの

だという理想にも燃えていません。非常 に耽美的

に, 踊 りを見て感 じてというようなことを書いた

ものが多いようです。彼は20歳ちょっと過ぎてす

ぐ, 1903年 (明治36)に アメリカに向かうわけで

すが, そこで領事館のハンコ押 しのようなことを

やっています。 フランスに行ってリオンで横浜正

金銀行の事務官をやっているんですが, とてもと

ても嫌で嫌で, 本を読むことと劇場に通 うこと, 

売春窟みたいなところに行 くことが多かった。帰

国後, 1908年 に 「あめ りか物語」, 09年 に 「ふ ら

んす物語」が出ます。そのなかに 「夜半の舞踏」

「舞姫」 というものがあります。踊 りについての

情景をこれほど繊細に細かく表現 した文章は他に

知らないほどの名文だと思います。荷風は1913年

に新橋巴屋の芸者八重次, のちの藤蔭静枝と同棲, 

やがて結婚, 1915年 に別れるまでのことを 「矢筈

草」という随筆にしています。藤蔭静枝 との関係

もただただ男女関係であって, まったく舞踊 と関

係ない。藤蔭静枝は, その後革新的な舞踊をや り

ます。新舞踊 というよりモダンダンスだと思える

ような西洋音楽で踊っています し, パリやベルリ

ンでも公演 をしています。荷風は, アメリカ, フ

ランスにいたとき, オペラをほとんど観ています

ね。断膓亭 日乗, 西遊 日誌稿を見ると, ものすご

い量です。ワグナーのものが多いです し, フラン

スオペラ, イタリヤオペラも多い。劇場 という劇

場に行っている。当時のヨーロッパの状況でいい

ますと, 世紀末という時代 はロンドンで宮廷から

バレエが保護されなくなった時代になります。 ロ

ンドンでは大 きなバレエの劇場というのはなかっ

た。アルハ ンブラ劇場, エンパイヤ劇場 とあるの

はミュージックホールです。鴎外のエリスは, そ

のベルリン版といえます。パリのフォーリーベル

ジュール, ムーランルージュもミュージックホー

ルです。パリのオペラ座のバレエが疲弊 しきって
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いて, 残っている作品 としては 「コッペリア」 ぐ

らいしかない。世紀末の時代では, むしろチヤイ

コフスキーとプチパの出て くるペテルブルクが

もっとも潜在的な能力を持 っていた。1909年 に

ディアギレフ舞踊団がパ リのシャトル座で公演す

るのですが, もし永井荷風がこのときまでパリに

いたとすると 「ふらんす物語」自体が変わったの

ではないかというような気 もしてお ります。

若松 菊池先生にスライドを見せていただこうと

思いますが, その前に質問があ りましたらどうぞ

竹内玲子 「堕天女」の曲は山田耕搾で, まった

くの洋楽ですが, なにか特別な意図があったので

しょうか。

菊池 「常闇」もオペ ラですね。 「堕天女」の楽

譜は演博に残っているのですが。

竹 内 レコー ドが慶応の遠山文庫 にあ ります。

まったくのオペラ調でした。

松本千代栄 邦楽 ・洋楽ふ くめて音曲に対する記

録は残 しているのでしょうか。

菊池 日記のなかに, そういう記事はまった く出

てきません。

志賀山葵 遣遙の作品はお金のかかるものが多い

ですね。小品で良いものがありましょうか。

菊池 面白いの と意味があるのとは違いまして, 

寓意があ り過 ぎてしまって見ている方はなにがな

んだかわからない ということもあるのではないで

しょうか。

郡司 迫遙のは, だいたい大がか りな楽劇をつ く

ろうというのですから, ワグナーをめざしている

のですから, 大がか りなものが理想です。 後の

「お夏狂乱」 とか 「良寛と子守」 を書 きますのは

大がか りに失敗 して, 金が少なくても上演できる

よう, 妥協作品ですよ。遣遙にとっては不本意で

書いた作品だ ととった らどうで しょうか。 ワグ

ナーは残 らなかった。「新曲浦島」などというの

は大がかりなワグナーだと思 うんですけど, その

長唄の出だしだけがしょっちゅう上演されるのは

迫遙としては不本意でしょうね。士行 さんも不本

意だったと思います。

菊池 明治36年 の日記の一番最初に妙なことが書
いてあ ります。 「シェークスピァとワグナーの相

違」 と書いてあ ります。 「シェークスピァはHow

を写す」「ワ(ワ グナー)はWhatま たはWhyを

写す」「前者はプロセス, アクション, キャラク

ターそのものを写 し, 後者はリレイション, リザ

ル ト, リーズンを写す」という一節があ ります。

(スライ ドと解説あり)

郡司 鴎外の 「舞姫」の話が出ましたので, それ

にひっかけて口を切ってみます。 どうして鶴外は

舞姫という言葉を使ったんだろうということなん

ですね, 当時, こういう踊 り子なんですが, 「恥

つか しき業]と 書いているように, 売春婦の隣iの

ような踊 り子がた くさんいましたが, そういう連

中のことをわざわざ舞姫 という言葉を使った。荷

風 も舞姫と使 ってるんですね。 日本でこのころ舞

姫 というとすれば, 五節の舞姫 しかない。王宮の

バレエなら舞姫と訳 しても不思議ではないかもし

れませんが, 江戸には踊 り子という言葉があ り, 

上方では舞子, この踊 り子というのがだいたい売

春婦に近いような階級の連中のことです。だから

踊 り子 といった方が小説にはふさわしい。それを

どうして舞姫 とこう付けたのか。わたしには疑問

に思 うし, その当時の日本人の考えていた考え方

があると思います。一つ考 えますのは西洋か ら

入ってきたものは 「舞」 と訳 しているところがあ

る。小学校の遊戯やなんかでも, みんな舞でレイ

ンボーダンスとありますのは 「虹の舞」 と訳 して

いるんですね。西洋から入ってきたものはみんな

舞と訳 しているということが一つある。舞踊とい

う考え方のなかには西洋崇拝があるんだと思いま

す。舞踊 という言葉は, 「新楽劇論」 のうしろに

付いた予告篇のなかで迫遙が初めて使 っています。

「まい」 と 「おどり」 を一緒にして 「舞踊(ま い

おどり)」 としている例は, もっと古い時代から

あ りますが, これを二つ重ね て 「舞踊(ぶ よ

う)」 としたのは新 しい。迫遙は日本のオペラを

考えていましたから 「新楽劇論」 としましたけど, 

「新舞踊論」で もよかったんだと思 うんです。舞

踊 という言葉は大正に入って定着 します。新舞踊

劇 というものは舞踊 という言葉の上にのっかって

展開しているように思われます。迫遙は日本のも

のを集大成 して日本のワグナーを創ろうとしたん

だと思いますが, それはことごとく失敗 している。

経済的理由もある し, 社会の実情を知らないで迫

遙 は理想を高 く掲げすぎている点があって, すべ

て現実によって打 ち砕かれてしまう, こう考えて

よろ しいのではないかと思います。迫遙はだいた

い三つの方向で新 しい舞踊 を創っているようです。

「寒山拾得」は絵から抜け出す形式 を取っていま

す。 これは江戸時代から大津絵の趣向があります。

大津絵 という下品の作品ではなくて, もっと高尚

な墨絵が抜け出す とい うのが新 しい発想だと思い

ます。迫遙は 「雪舟(又 は元信)の 筆意」 といっ

てお りますので, なにか筆の動き方と舞踊の動 き

方をあるいは考えているのかもしれません。 「お

七吉三」の方は江戸の浮世絵 を考 えて 「寒山拾

得」のモノクロの世界から 「お七吉三」のカラー

に変わるのは面白い発想だと思います。 これが迫

遙の方向の一つです。 「良寛と子守」 などという

のは小寺融吉 さんもいっていますように性格描写

をねらったものです。 これが迫遙のもう一つの試

みになります。三つめは 「鉢かつ ぎ姫」などで和

洋合奏, つまり洋楽の様式を取 り入れようとした
ことだと思います。迫遙も洋楽のことが頭にあっ
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て, それをなんとか自分のものにして取 り入れよ

うとしたのではないかと思います。新舞踊の藤蔭

静枝, 五条珠実が洋楽で踊る。アンナ ・パブロワ

が来て宮城道雄の箏曲を伴奏にして踊る。新 しい

音楽をまず探 し求めていることがわかります。一

方に石井漠や高田せい子の西洋系の新 しい舞踊の

創作の動 きがある。 この二つの流れが衝突 したの

か, まったく交渉なく展開したのか, こういう点

が日本の舞踊における特殊事情だと思います。小

寺さんなどは, 石井漠 さんの舞踊について外国の

音楽で踊ることが一つの弱点だといってるんです

ね。新 しい日本の舞踊のテクニック, その時代の

テクニックをどう探 してゆ くのかということに絞

られて くると思いますけれども。小寺さんは, も

う一つ舞踊家が忘れている技術がある, それは民

俗舞踊だということをはっきりいっているんです

ね。舞台の歌舞伎舞踊 とは違う技法がた くさんあ

る。 日本の舞踊家は忌み嫌っている。つまり日本

人のテクニ ックを創 り出すんだ, 探 し出さなけれ

ばならないんだということをいっているんですね, 

五条珠実 さんの作舞 した 「太鼓のリズム」, あれ

は三味線音楽でもないし洋舞で もない。民俗芸能

に出てくる音楽, むしろ原始音楽に近い打楽器だ

けで打つ舞踊を試みた。 「われわれの時代にとっ

て舞踊 とは何か」というシンポジウムはこれから

も続 くと思います。その取っ掛か りというか, 始

めのことをどうまとめていいか, 課題や疑問だけ

を並べてみました。 どうぞ皆さんでご検討いただ

きたいと思います。

若松 大 きな問題が次々と出ました。近代舞踊の

出発のなかで日本的なオリジナル, 迫遙のオリジ

ナリティとは何か。 舞踊 にとってのオリジナリ

ティとはどういうところにあるのか。外国のもの

を調整 し, 融合するというか再構成 する。適遙は

そこに進路 を見ていたのか。それが今後 も続 く日

本的な典型なのか。ある現実に即して, いろいろ

なことが考案され, 現実のものをあちこち入れか

えて自分のものを創る。そういう方向のものが日

本では残ってゆくのか。そうじゃなくて一定の論

理みたいなものを最初に打 ちたてて, それを展開

し細分化 して実体化するものが仮にあっても消え

てしまうのか。坪内適遙の場合には振付師でも踊

り手でもない。それが舞踊の大 きな根元にある。

彼の, あるいは日本人のオリジナリティとはどう

なったのか ということは, なかなか判然 といたし

ません。市川 さんいかがですか。

市川 「日本舞踊最後の一策」で, 今か らの舞踊

はどうしたらいいのか, 坪内迫遙は書いておるん

ですが, 音楽のつ まづ きが多いということですね。

もう一つは歌舞伎舞踊から純粋な舞踊, 自然主義

の舞や踊, そういう方向を示峻 していると思うん

ですが, この点に関しては, その後の新舞踊運動

の発展の段階でおおむねこの通 りに進んだのでは

ないかなあという気がいたします。山田耕搾のよ

うな作曲家が出てきたり, 新舞踊の人たちが西洋

音楽や日本の新 しい音楽を使うようになった。西

洋舞踊では, 石井漠の 「とらわれ人」がラフマニ

ノブであるとか, 当時ヨーロッパ公演をした日本

の舞踊家のほとんど誰もが外国の音楽を使ってい

ます。最近舞踏 というのがヨーロッパやアメリカ

でかなり評価を受けているんですが, ヨーロッパ

人, アメリカ人の一番の疑問は, 舞踏はどうして

西洋音楽を使わなけりゃならないのか。当時問題

になったことが永遠と今でもおこなわれている。

それから郡司先生が出した石井漠や藤蔭静枝の交

流の問題。証明はできないんですが, 歌舞伎です

とか座の崩壊ですね, 個人が近代意識を持ったこ

とで共通 している。気持ちの表現, 性格の表現 と

いうことがテーマの主なものになってくるのでは

ないかと思いますけどね。石井漠の作品の特徴な

ど, あとで片岡康子 さんにコメントをいただけれ

ば, 近代舞踊のある底辺がわかると思います。

菊池 郡司先生からアンナ. パブロワのお話がで

ましたが, 迫遙の日記を見ますとパブロワは全部

観ているんですが, それに対する感想が一行 もな
い。良いとか悪いとかも書いていない。親 しい人

に宛てた手紙なんかを見ます と, 「人形の家」と

いうのは, あれは抱月のやっていることでおれは

知 りません。わたしは踊の方をやってお りますと
いうことを平気で書 くんですね。迫遙自身として

は文芸協会のなかで自分は新舞踊劇運動をやって

いるつもりだと思います。研究所の舞台は土足で

あがってはいかん。毎 日助手にカラ拭 きをさせる。

所作舞台にしているんですね。わりと有名ですが, 

迫遙は坪内土行が書いた卒業論文が気 に入 らな

かった。舞踊の本質論を書いたようですが, その

基になった外国の文献がわかって くると, 士行先

生の卒業論文, それに反対する坪内迫遙, それが

発展する具体的な形, イメージみたいなものが浮

かんでくるような気が します。

郡司 適遙は昔の所作事から抜けきれなかった。

ワグナーも楽劇ですから, 劇ということが頭から

取れない。純粋な舞踊は考えられなかったと思う。

それが最後には, 当分は歌詞のない音楽だけでつ

くってみたらという提案までいっているわけです

ね。それは士行さんが最初考えていて, ぶっつけ

たのかもしれない。迫遙の実作のなかにはないで

しょう。

菊池 演博に加藤長治先生という舞踊作家がおい

でになりました。 自分は歌詞のないというのはあ

れだから, 非常にわか りやすい言葉の歌詞を目標

にしている。だから歌詞のない舞踊 という迫遙先

生の主旨にそっているんだとおっしゃっていまし

た。迫遙も生きていたら, そっちの方へ進んだの
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かなと思った りいた しますけど。

若松 現代性 と西洋化。二つの問題が一人のなか

にあるんだろうと思うんですね, 日本の場合は。

とくに西洋化のなかで, どのように変貌をとげる

かという問題が現代性 と重なってきます。純粋舞

踊 という理念は, 日本の伝統の見直 しとして考え

られたのか, 西洋の建て方から来たのか。 どうな

のでしょう。

郡司 日本人は, だいたい抽象的にものを考える

ことができない, といっちゃあ怒られる。非常に

具象性を持っている, そういう感性の民族だと思

います。外国人のように抽象的, 象徴的なものは

不得意なところが民族としてあるように思います

ね。風とか光とか, そういう題で踊れといったと

き, やっぱり秋の曲になると虫の恰好 してバタバ

タと死ぬような表現 しか日本人はできないという

ところがあるんじゃないでしょうか。純粋舞踊と

いうのは, 詩の方向, ポエムの方向に行 きました

ね。 日本舞踊の方では。

市川 石井漠の舞踊詩の詩がそうですね。

若松 詩には二つの意味があるけど初期はリリッ

クだろうね。今は, ぼくらはポエムで作っている

けど。

片岡康子 外国の新舞踊と日本の新舞踊 と手法な

り方法論的な接点が, もしあるとすると, 19世紀

末の古典 バ レエか らモ ダンバ レエへ の転換の

フォーキンにして もモダン ・ダンスの新舞踊家た

ちにして も, もっ とさかのぼって18世 紀の ノ

ヴェールという人の舞踊改革論 にしても, 言語性

からいかに離れてゆ くか, そ して動 きによる表現
へ集約するかが必ず出てきます。その点が接点に

なるかと思いつつ拝聴いたしました。 また漠の作

品の特徴は, 純粋 に動 きを追求する抽象化された

動 きによる表現のものが一つあります。それから

ダンス. ポエム, 舞踊詩というジャンル。 また音

楽の視覚化, ミュージック ・ヴィジュアライゼー

ションというダルクローズからの流れのジャンル。

そして舞踊劇, 演劇的な個性を持ったジャンル, 

これは大変後期, 後半になります。 こんな風に, 

雑駁ですが分けることがで きると思います。初期

は, やはり抽象的に純粋舞踊化というのが漠の仕

事の命題だったと思います。

若松 ところで迫遙さんというのは背の高さは何

センチ, 肥満 だったんですか(笑 い)。 舞踊 を

やっているのですから, やは り体 というものは発

想に欠かせないと思いますが。

菊池 小さい人です。鶴のように痩: せ細っていま

した。

若松 美男子だったんですか(笑 い)。

菊池 そうでもないですよ。

郡司 でも立派な顔ですよ。迫遙の講義は体を動

かすんですから。見事に動 きますよ。シェークス

ピアの最後の講義 を聞きましたがオフィーリアに

なった りハムレットになった り, すぐ物真似をや

ります。

菊池 朗読のレコー ドが 「桐一葉」「孤城落月」

シェークスピアの 「ハムレット」「ヴェニスの商

人」 と残っています。 そこにいろいろな問題があ

ると思いますのは, 迫遙は朗読を通 じて演劇を身

につけたのですから, 舞踊の場合は自分で踊るこ

とができない。頭の中で しか考えていかない。そ

ういう考え方 じゃないかと思います。

郡司 迫遙は学者であって, 舞踊の改革の場合は

実際家ではなかった。のちの新舞踊家の人は舞踊

家ですから, そこが, ちょっと違う。

若松 音楽についてはお話があ りましたが, 美術

についてはいかがでしょうか。

菊池 遣遙先生は子供のときに絵を習っています

から, 踊に限らず史劇でも最初に絵にしちゃって

います。舞台装置家の偉い人で も, どんどん勝手

に直 してしまう。かなり絵には自身があったと思

います。歌詞を考えているうちに一緒に背景やら

衣装を絵 に描いてイメージづ くりをする。それだ

けでは飽き足らな くて模型舞台を作らせ, それで

出入 りを考える。芝居 を作るには, そっちの方か

ら入ってゆくように思います。

若松 おそらく迫遙の頭の中には踊 りがあった。

そのことがよく理解で きました。ありが とうござ

います。

＊この原稿は記録テープをもとにして, このたび

新たに作成 したものです。(文 責 ・古井戸秀夫)
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